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○県北の農業農村指導士が久慈地域で研修を行いました○ 
 

先進的な農家経営を視察し、経営改善について意見交

換を行うため、二戸・久慈管内の農業農村指導士が久慈

地域に参集し、9 月 30 日～10 月 1 日に「岩手県農業農

村指導士協会県北ブロック研修会」を開催しました。 

参加者は指導士 14 名を含む計 39 名にのぼり、視察先

として訪れた大規模養豚業者や菌床しいたけ農家、ほう

れんそう農家で、経営概要や施設についての説明を受け、

参加者から多くの質問が出されるなど、熱心な意見交換

を行っていました。 

また、畜産分野の経営多角化をテーマにした研修では、

久慈市内の畜産農家が経営する焼き肉店を会場に、「6 次

産業化」や「耕畜連携」をキーワードとした取り組み事

例紹介が行われ、参加者らは興味深くに聞いていました。 

研修に引き続き情報交換会が行われ、指導士らは焼き肉を味わいながら、お互いの経営状況や今

後の展望について意見を交わしました。 

参加した指導士からは「各人の経営内容は全く違っても、考え方や志は大変参考になった」と

いう声が聞かれ、充実した研修会であったと感じられました。 

 
○県北圏域の産直の誘客力強化に向けた機運高まる○ 
～産直個別巡回指導を実施しました～ 

 

県北圏域の産直施設の売上げ向上や誘客力強化を目的

として、9月 13～15日に産直個別巡回指導を実施しました。 

これは、県北広域振興局が今年度取り組む「県北圏域産

地直売所パワーアップ推進事業」の一環として実施したも

のです。本事業では、産直の将来ビジョン「誘客力強化計

画」を自ら作成する産直を支援することとしており、支援

を希望する産直を公募したところ、久慈・二戸管内から 7

ヶ所の応募がありました。 

今回は事業のトータルアドバイザーである高木響正氏

がその 7 産直を個別巡回し、施設・品揃え・組織運営体制

等について課題を抽出するとともに、解決方策について具体的なアドバイスを行いました。 

参加した産直組合員からは「ディスプレーの改善等早速実施したい」「組織の運営方法について

皆で話し合いたい」などの反応があり、誘客力強化に向けた機運が一層高まりました。 

今後、個別産直の将来ビジョン作成が始まり、11 月にはその報告会を開催します。 
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○久慈の農業・農村をもっと知ろう！！○ 

 

管 内 の 消 費 者 を 対 象 と し た 「 久 慈 地 方 の 農

業 ・ 農 村 再 発 見 講 座 」 を 受 講 者 36 名 の 参 加

の も と 、 8 月 （ 洋 野 町 ）、 9 月 （ 普 代 ）、 10 月

（ 野 田 村 ） の 3 回 コ ー ス で 開 催 し ま し た 。  

こ の 講 座 は 、農 家 の 生 産 現 場 の 見 学 と 収 穫

体 験 、地 元 の 農 畜 産 物 を 使 っ た 調 理 実 習 、農

業 に 関 す る 研 修 を 通 じ て 、農 業 ・ 農 村 に 対 す

る 消 費 者 の 理 解 を 深 め る 目 的 で 平 成 20 年 度

か ら 開 催 し て い ま す 。  

今 年 度 は 、 生 産 者 と 消 費 者 の 意 見 交 換 会 も

行 い 、受 講 生 か ら は「 生 産 者 が 消 費 者 の 要 望 や

意 見 に 耳 を 傾 け 、産 直 に 取 り 組 む 姿 を 見 て 、ま

す ま す 産 直 の フ ァ ン に な り ま し た 。」「 初 め て 生

産 者 の 方 々 か ら 話 を 聞 く こ と が で き 農 へ の 関

心 が 高 く な り ま し た 。」「 生 産 者 の 苦 労 が わ か り 地 元 の 農 産 物 を 少 し で も 多 く 食 卓 に

の せ た い と 思 い ま す 。」 等 の 感 想 が あ り ま し た 。  

 閉 講 式 で は 、 受 講 生 に 消 費 者 の 声 を 生 産 者 に 伝 え る 「 消 費 者 モ ニ タ ー 」 と し て 活

動 継 続 し て い く こ と を 確 認 し 、今 後 も「 農 業 ・ 農 村 の 理 解 者 」「 応 援 隊 」と し て ア ン

ケ ー ト 協 力 や 勉 強 会 へ の 参 加 、 そ し て イ ベ ン ト 等 で の 農 産 物 の 試 食 販 売 等 の 手 伝 い

等 に 協 力 い た だ く こ と に し ま し た 。  

 み ん な で 協 力 し て 、 も っ と 農 業 の 魅 力 を 発 信 し て い き ま す 。  

 

○ヤマブドウ栽培・加工副産物の活用に向けて○ 
～「ヤマブドウまるごと利用したアンチエイジング素材の開発」研究推進会議開催～ 
 

10 月 1 日 、洋 野 町 に お い て 、岩 手 県 工 業 技 術 セ ン タ ー

と 久 慈 地 方 ヤ マ ブ ド ウ 振 興 協 議 会 等 の 共 同 研 究「 ヤ マ ブ

ド ウ ま る ご と 利 用 し た ア ン チ エ イ ジ ン グ 素 材 の 開 発 」研

究 推 進 会 議 が 開 催 さ れ ま し た 。  

本 研 究 は 、ヤ マ ブ ド ウ の 栽 培 ・加 工 副 産 物 か ら 老 化 防

止 の 機 能 性 を 持 っ た 素 材 を 開 発 す る こ と を 目 的 に 、平 成

21 年 度 か ら 実 施 し て お り ま す 。  

会 議 の 冒 頭 、（ 社 ） 農 林 水 産 技 術 情 報 協 会 の 山 田 プ ロ

グ ラ ム オ フ ィ サ ー か ら「 地 域 密 着 型 の 課 題 で あ り 、地 域

の 活 性 化 に つ な が る こ と を 期 待 し て い る 」と 挨 拶 が あ り

ま し た 。  

当 協 議 会 で は 、枝 葉 に 農 薬 が 残 留 し に く い 栽 培 体 系 を

目 指 し て 病 害 虫 の 発 生 状 況 等 を 調 査 し て お り 、下 川 原 会

長 が そ の 結 果 を 発 表 し ま し た 。工 業 技 術 セ ン タ ー か ら は 、

枝 葉 等 か ら の 抽 出 成 分 等 の 調 査 結 果 が 示 さ れ ま し た 。  

山 田 氏 か ら は 「 こ れ ま で 得 ら れ た デ ー タ か ら 、 方 向 性

を 更 に 明 確 に し 研 究 を 進 め て ほ し い 」と 意 見 が あ り 、更

に 共 同 研 究 を 進 め て い く こ と を 確 認 し て 、閉 会 と な り ま

し た 。  

産直の施設、販売されている農産物

をチェック  

東京農工大や加工メーカー

も参加しての意見交換会 
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図図図図 1 1 1 1 土壌消毒土壌消毒土壌消毒土壌消毒でででで生育生育生育生育がががが改善改善改善改善したしたしたしたハウスハウスハウスハウス    

○ 技術情報 ○ 
 
★☆ 暑い夏でもほうれんそうを取るために ☆★ 
 

【【【【 な ぜ ほ う れ ん そ う がな ぜ ほ う れ ん そ う がな ぜ ほ う れ ん そ う がな ぜ ほ う れ ん そ う が 取取取取 れ な か っ た かれ な か っ た かれ な か っ た かれ な か っ た か ？ 】？ 】？ 】？ 】     

 今 年 は 非 常 に 暑 い 長 い 夏 と な り 、 8 月 か ら 9 月 の ほ う れ ん そ う の 出 荷 量 は 例 年 に

比 較 し て 激 減 し て し ま い ま し た 。  

 収 量 を 低 下 さ せ た 要 因 を 解 析 す る と 、 次 の 3 つ に 大 別 さ れ る と 考 え ら れ ま す 。  

①  萎 ち ょ う 病 の 多 発 。  

②  高 温 ・ 乾 燥 ・ 排 水 不 良 に よ る 枯 死 ・ 生 育 障 害 。  

③  シ ロ オ ビ ノ メ イ ガ や 雑 草 に よ る 被 害  

    

【【【【 何何何何 を す れ ばを す れ ばを す れ ばを す れ ば 取取取取 れ る の かれ る の かれ る の かれ る の か ？ 】？ 】？ 】？ 】     

今 年 で も 収 量 を 確 保 し た 生 産 者 に 共 通 し て い る の は 、萎 ち ょ う 病 の 発 病 が 少 な い こ

と で す 。 ほ 場 が 新 し い な ど の 好 条 件 に 恵 ま れ た ハ ウ ス 以 外 で は ク ロ ー ル ピ ク リ ン に

よ る 土 壌 消 毒 が 効 果 的 で し た 。 土 壌 消 毒 を 実 施 し た ほ 場 で は 、 遮 光 や か ん 水 を そ れ

ほ ど 吟 味 し な く て も 枯 死 株 が 少 な く 生 育 停 滞 や 生 育 障 害 も 少 な い 傾 向 で し た 。 雑 草

や コ ナ ダ ニ 発 生 量 も 減 少 し ま す か ら 、 栽 培 管 理 全 体 が 一 気 に 省 力 化 さ れ ま す 。  

春 ・ 秋 は 取 れ た の に 夏 は 取 れ な か っ た ハ ウ ス や 、 発 芽 は 揃 っ た の に そ の 後 枯 死 し

た ハ ウ ス は 土 壌 消 毒 を す れ ば 収 量 が 向 上 す る 確 率 が 高 い で す か ら 、 今 秋 か ら 土 壌 消

毒 を 実 行 し ま し ょ う 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図 2 2 2 2 排水対策排水対策排水対策排水対策はははは秋秋秋秋からからからから春春春春にににに必必必必ずずずず実行実行実行実行    

過湿過湿過湿過湿ほほほほ場場場場ではではではでは発芽不良発発芽不良発発芽不良発発芽不良発生生生生    ハウスハウスハウスハウス間明間明間明間明きょきょきょきょはははは    

簡 便簡 便簡 便簡 便 なななな 排 水 対排 水 対排 水 対排 水 対 策策策策    
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★☆ 土壌診断の時期がやってまいりました ☆★  

実りの秋を迎え、土壌診断を行う時期が近づいてきました。 

土壌診断を行って養分量を把握することにより、ご自分の畑に合った施肥が可能になります。 

 

＜どんな場合に必要なの？＞ 

新規圃場への作付けをする場合、新たな作目の植付けをする場合、生育障害が見受けられる場合。 

 

＜診断を受ける場合の注意点＞ 

・同じような栽培管理を行っている圃場からは、１圃場を代表地点として選んぶようにしましょ

う。 

・提出場所は農協の各地区担当課が窓口で、提出期限は 11 月末日です。 

・土壌を採取する際は、表土（1～2cm）を軽く取り除いて、その下の作土を集め、良く混合して

ください。土を取る場所は下図を参照ください。  

 

          露地            ハウス 

 

 

 

 

 

 

 

・採取した土壌は、乾燥、破砕、フルイ通しを行い、透明のビニール袋に入れて提出してくださ

い。量は 100g 程度を目安にします。 

・提出の際は、袋の下の方に以下の項目を記入願います（上の方に書いてあると結び目と重なっ

て読めないことがあります。） 

住所（大字まで）、氏名、圃場番号、作付け予定作目、施肥前・作付け中の別、 

ハウスの場合は冬にビニールを取り除くか張ったままか。 

・診断結果は来年の３月に返却となりますので、予めご了承願います。 

 

農業用廃農業用廃農業用廃農業用廃プラスチックプラスチックプラスチックプラスチックのののの回収回収回収回収をををを実施実施実施実施しますしますしますします!!!!!!!!    

 

古 く な っ た ハ ウ ス の ビ ニ ー ル や シ ー ト 、 ラ ッ プ フ ィ ル ム な ど を 野 焼 き し た り 無 許

可 で 埋 め 立 て す る こ と は 法 律法 律法 律法 律 でででで 禁 止禁 止禁 止禁 止 さ れ て い ま す ！  

久 慈 地 方 農 業 農 村 活 性 化 推 進 協 議 会 で は 、 農 業 用 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 適 正 処 理 の た

め 、回 収 事 業 を 実 施 し て い ま す 。本 年 度 は 11 月 29 日 か ら 12 月 3 日 ま で の 5 日 間 に

実 施 し ま す 。  

回 収 場 所 な ど 詳 し く は 、 JA 新 岩 手 久 慈 営 農 経 済 セ ン タ ー 、 各 市 町 村 農 政 担 当 課 、

振 興 局 農 政 部 、 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

＜ 久 慈 地 方 農 業 農 村 活 性 化 推 進 協 議 会 ＞  

 
 
 


